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第九章 ｢獄訟の在り方 :秤と情｣で論者は,朝鮮後期の司法関係書 『欽欽新書』の所説をも援用しつつ,
獄訟説話を検討して,ヨーロッパにおいては秤 (はかり)が法と正義のシンボルとなっているのに対し,
中国では権 (おもり)がその役割をになっていた｡秤が司法の象徴であるのに対し,権は行政の象徴であ
り,中国社会における訴訟の解決は,法によってよりも,情とりわけ人情によってなされた,という興味
深い指摘をしている｡
｢中世中国における地獄と獄訟｣という極めて難解な課題に対して,十全なる論文を書くためには,少
なくとも宗教史と法制史の両分野にまたがる,魔大な先行研究を渉猟し岨噂するとともに,漢訳大蔵経や
道蔵に収められた典籍などを正確に釈読する訓練が求められる｡ 論者が,先学の論著をあくなく渉猟し,
多岐にわたって未解決の課題に意欲的に立ち向かって収穫した独創的な成果は多く,本論文の価値は高い｡
しかしながら,論者が中国史上画期的な事件とみなす,仏教の中国-の伝来の開始を,後漠明帝の治世と
する通説をまったく顧慮しないで,古代帝国の完成期である前漠武帝の治世であるとして本論文を書き始
めるといった点や,大蔵経をはじめとする典籍のテキストクリティークあるいは正確な釈読に関しておお
らかすぎるなど,補訂を要する課題も多い｡論者が歳月をかけで慎重に再点検し,入念な校勘をおこなう
など,一層の整備を施した上で,本論文の公刊にあたることを期待したい｡
以上,審査したところにより,本論文は博士 (文学)の学位論文として価値あるものと認められる｡
1997年 2月21日,調査委員3名が試験を行った結果,合格と認めた｡
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